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論文要旨

1．研究の目的

本研究の目的は 2 つある。1 つは、中国朝鮮族が中朝バイリンガルに育った社会言語的要

因を史的変遷から分析考察することである。もう 1 つは、中朝バイリンガル個人の言語意

識を分析考察することである。2つの目的の関係性について述べると、Landry & Allard(1992)

が指摘しているように、バイリンガルに育つ社会言語環境が整備されていても実際に言語

を使用するかどうかは、個人の特性や心理的な状況(言語意識)に左右され、バイリンガルの

研究においては社会言語環境に加え、個人の心理的な部分を分析考察することが必要不可

欠である。

2．研究の方法

上述の 2 点の研究目的を解明するために、本論を 2 部構成にして論じた。第 1 部では、

中国朝鮮族が中朝バイリンガルに育った社会言語的要因について論述した。1 章では「軍事

政治的要因」、2 章では「教育的要因」、3 章では「言語文化的要因」について分析考察し

た。第 2 部では、中朝バイリンガル個人の言語意識を分析考察した。1 章では二世の言語意

識、2 章では三世の言語意識、3 章では四世の言語意識について論じた。

3．研究の枠組み

本研究の目的を解明するに当たり、理論的分析作業枠組み(以下分析枠組み)を構築した。

以下に、その分析枠組みについて概略する。3.1 では、中朝バイリンガルが育った社会言語

的要因に関する分析枠組みについて、3.2 では、中朝バイリンガルの言語意識に関わる分析

枠組みについて述べる。

3.1 中朝バイリンガルが育った社会言語的要因に関する分析枠組み

中国朝鮮族が中朝バイリンガルに育った社会言語的要因の分析枠組みは、次の 3 種の枠

組みを援用した。①Conklin & Lourie(1983)の「言語シフト・保持理論(Language Shift・

Maintenance Theory)」②Landry & Allard(1992)の「巨視的モデル macroscopic model of

the determinants of additive and substractive bilingualism」③金(2008a)の「中朝バイリ

ンガルに育つ要因」の 3 種である。この 3 種を援用し、中朝バイリンガルが育った要因を

「軍事政治的」「教育的」「言語文化的」「家庭的」「個人的」要因の 5 つのカテゴリー

に大別した。5 つの要因をさらに、中朝バイリンガルを促進する「望ましい」要因と中朝バ

イリンガルを阻害する「望ましくない」要因に分類した。

この 5 つの要因の詳細な内容については、実証的データから構築する必要性があった。

以下に、実証的データ収集に関する調査概要を述べる。調査方法は、文献調査・現地調査・
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聞き取り調査の 3 つを併用した。文献調査について述べると、主に過去 30 年間行われてき

た中国朝鮮族の移住史、教育史、文化史などに関する朝鮮語文献・中国語文献・日本語文

献を調査した。現地調査については、朝鮮族の行政機関、教育局、教育現場を訪れ関連資

料の提供を得た。加えて、朝鮮族学校の授業参観に行き現状の把握に努めた。聞き取り調

査については、上述の現地調査の際には当局の責任者や現場の教師に、朝鮮族の政治や教

育状況に関して聞き取り調査を行った。その他、多様な時代を生きた人々を年齢層別(一世・

二世・三世・四世)に一人平均 1 時間程度の面談を実施した。聞き取りに協力した人数は合

計 40 名(女性 23 名・男性 17 名)で面談の録音時間は約 40 時間である。面談を行った理由

は、単なる文献や歴史的資料だけによらず、歴史の事実を確認し、実状をつぶさに把握す

ることで本研究の考察の信頼性と説得力を高めるためであった。

3.2 中朝バイリンガルの言語意識に関する分析枠組み

先述の中朝バイリンガルが育った 5 つの要因のうち「個人的」要因は、個々人が置かれ

た文脈や個人が言語をどのように意味づけし働きかけていくのかといった言語意識に密接

に関わるものである。それらを探るには、個人の内面に接近しその主体性を十分に考慮す

る必要があると考えられる。以下に、中朝バイリンガルの言語意識に関する分析枠組みを

述べる前に、調査協力者・調査方法・調査期間を先述し、次に中朝バイリンガルの言語意

識に関する分析枠組みについて述べる。

3.2.1 調査協力者・調査方法・調査期間

調査協力者は、10 代～40 代(調査時の年齢)の 3 名である。出身地状況から見ると、マジョ

リティ地域とマイノリティ地域出身の人々である。協力者の中には勉学または仕事の関係

で出身地を離れ、中国国内の大都市に移動した経験を持つ人もいる。日本での留学を終え

日本国内で生活している人もいる。

調査方法は、「対象者の意識の流れや内省を重視して、柔軟に対応していく非構造化イ

ンタビュー方法」(村岡 2002:127)を用いた。インタビューデータは、IC レコーダーに録音

しすべて文字化を行った。インタビューデータの他に補足的データとして協力者との普段

の接触、および電話・メールによる連絡内容をフィールドノートとして記録した。

調査期間は、2007 年 4 月から 2012 年 1 月まで縦断的・継続的に行った。調査時の使用

言語は、調査協力者の要求に応じて朝鮮語、中国語、日本語の 3 つの言語を使用した。イ

ンタビュー時間は、1 回目は最長約 2 時間半、最短約 1 時間半である。2 回目以降は平均

30 分程度である。

3.2.2 中朝バイリンガルの言語意識に関する分析枠組み(データの分析方法)

言語意識は個々人が置かれている文脈と密接に関連しているが、文脈(協力者が中朝バイ

リンガルに育った要因)を理解するための分析枠組は、グラウンデッド・セオリー・アプロー
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チを採用した。グラウンデッド・セオリー・アプローチは、データに基づいて分析を進め、

データからカテゴリー(概念)を抽出し、カテゴリー同士の関係づけによって、理論を生成し

ようとする研究方法である。本研究では、調査協力者が置かれた文脈を理解するためにデー

タからまず、3 つの「カテゴリー」を抽出した。「言語文化的要因」「家庭的要因」「教育

的要因」の 3 つである。そこにマクロな要因として「政治的要因」を加え、最終的には、4

つの「カテゴリー」に確定した。

言語意識に関する分析方法は、「解釈的アプローチ」に基づく。「解釈的アプローチ」

は、人々が自分達の生活世界をどのように解釈しているのか、その意味を個々人の置かれ

た社会的文脈の中で探ることを目的とし、各人が意味世界を構築する具体的プロセスその

ものの理解と、そこにマクロな諸力がどう投影しているかを読み解く(箕浦 1999:16-20)。本

研究では例えば、「朝鮮語」に対して、「漢民族の前で話すのが怖かった」「怖くて話せ

なかった」「だから怖い」などの繰り返し表現に注目し、調査協力者が民族語の朝鮮語を

「多数派の前では話すのが怖いことば」として意識していると解釈し、協力者の発言の中

に出現した単語を用いてラベル名を付けた。さらに、なぜそのように意識しているのか、

その理由を先述の個人が置かれている文脈との関係性から探った。

第 1 部 中朝バイリンガルが育った社会言語的要因

本研究の第 1 部では、中国朝鮮族社会の形成を通時的に概観し、中国朝鮮族が中朝バイ

リンガルに育った社会言語的要因を 3 つに分類して分析考察した。第 1 章では「軍事政治

的要因」、第 2 章では「教育的要因」、第 3 章では「言語文化的要因」について論述した。

以下に各章の内容を要約する。

【第 1 章 軍事政治的要因】

「軍事政治的要因」の史的変遷の時期区分は、①朝鮮人の中国への移住経緯、②中国国

籍付与以降、の 2 つの時期に大別した。①に関しては、朝鮮人の中国への移住の実態を探

るべく、その経緯を 4 つの時期1に細分し考察した。②に関しては、中国国内の政治状況や、

民族政策・言語政策の変遷が中朝バイリンガルが育つ過程でどのように機能したかを探る

べく、5 つ時期2に細分類し考察を行った。以下にその結果をまとめる。

まず、朝鮮人の中国への移住実態は、以下の 4 つに集約できる。①〈戦争捕虜〉による

移住、②自国(朝鮮半島)の経済的貧困による移住、③移住先側(中国)の移住奨励による移住、

④日本の植民地支配による移住の 4 つである。そのうち、①と④は、戦争や植民地支配に

起因するディアスポラで中朝バイリンガルが生まれる過程において「望ましくない要因」

1第 1 期は移住開始期(元の時代～18 世紀)、第 2 期は日本〈植民地〉期以前(1869-1910)、第 3 期は日本〈植民地〉期

(1910-1945)、第 4 期は日本〈植民地〉以降(1945-1949)である。

2 ①建国第 1 期(1949-1956)、②建国第 2 期(1956-1963)、③経済調整期(1963-1966)、④文化大革命期(1966-1976)、⑤

改革開放期(1976-1992)
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として機能したことが明らかになった。ディアスポラの中朝バイリンガルの多くは、今も

国家喪失・自己喪失・屈辱感や、家族離散、戦争によるストレスなどといった精神的苦痛

を伴いながら二言語を使用していることが確認できた。②と③は、個人の自己判断による

移住のように見えるが、自国(朝鮮半島)の政治腐敗や、飢餓に対する国の無策などによる余

儀ない移住であり、究極のところ、中朝バイリンガルを阻害する「望ましくない要因」と

して機能したことが示された。かれらは、最終的には「想像の国」(アンダーソン:1997)へ

の帰還を切望するという本質主義的なエスニシティや、ナショナリティへの帰属意識が強

く、民族の言語文化に対する情意的な執着が強かったことが示唆された。

次に、朝鮮人が中国へ移住した後、かれら、およびかれらの子弟が二世・三世にわたっ

て民族語の朝鮮語を保持可能であったのは、中国の国籍が付与されたことおよび、中国の

「民族政策」が重要な役割を果たしていたことが明らかになった。まず、移住先(中国)の国

籍が付与されたことによって、身分保障が確保され中国の政治に参画する権利が与えられ

た。「民族政策」の役割については、中国朝鮮族の民族語の維持と使用を「個人の権利」、

または「言語集団の権利」として保障していた。こうした法制度の存在自体は、中朝バイ

リンガルを促進する「望ましい要因」として働きかけていた。しかしながら、「民族政策」

がいかなる理念に依拠するかによっては、「望ましい要因」として機能したり、「望まし

くない要因」として機能したりといった揺れ動きがあったことが浮き彫りになった。すな

わち、①朝鮮語が保護された時期、②朝鮮語が軽視された時期、③朝鮮語が多数派言語に

急速に移行させられた時期の 3 つの揺れ動きがあった。

【第 2 章 教育的要因】

「教育的要因」の通時的区分は、まず、①中国の少数民族に認定される前、②中国の少

数民族に認定された後の、2 つに大別した。次に、それぞれの時期を 3 つの時期3と 4 つの

時期4に細分類して論述した。以下にその結果をまとめる。

中国朝鮮族が中朝バイリンガルに育った重要な要因の 1 つは、民族教育機関が幼稚園か

ら大学院まで体系的に整備されているからである。この民族学校は、民族アイデンティティ

構築の重要な要素である言語文化を継承し、民族アイデンティティを確立する上で「望ま

しい要因」として機能していた。しかしながら、教育の目的によっては、以下のような複

雑な現象が出現したことが明らかになった。①他民族(日本)に対する敵対意識を煽るような

教育が行われた時期、②民族の言語文化を継承しつつ、多数派の言語文化を取り入れると

いった「維持型バイリンガル教育」が行われた時期、③民族語を多数派言語の中国語に移

行させるような「移行型バイリンガル教育」が進められた時期の 3 つである。

①について、日本の〈植民地〉期に民族学校で行われた教育は、民族の言語文化や民族

3 ①移住開始期(1883-1910)、②日本〈植民地〉期(1910-1945)、③国共内戦期(1945-1949)の 3 つである。

4 ①建国第 1 期(1949-1956)、②建国第 2 期(1956-1976)、③改革開放期(1976-1992)、③経済成長期(1992-2008)の 4 つ

である。
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アイデンティティを必要以上に強化したあまり、戦争を終結させることや、平和を目指す

教育とは相反する教育が行われていた。すなわち、日本に敵対しかれらを排除するための

軍事的な教育に傾斜していた。

②について、民族語の朝鮮語が幼稚園から高等教育終了段階まで教育媒介語として継続

的に使用され、母国(朝鮮半島)で出版された「朝鮮地理」「朝鮮史」や、朝鮮の文学作品な

どを取り寄せ、民族アイデンティティの高揚のために活用していた。他方、言語科目とし

ての中国語の授業時間を朝鮮語の授業時間と均等に設置し、多数派の言語文化状況を理解

するためのカリキュラムが設置されていた。

③については、〈強者(植民者・多数派)〉が強制的に移行したか、自民族自らが「進んで」

移行したかにより 2 つに分けられる。〈強者〉が進めたことに関しては、教室内で一時的に

は民族語の使用を許可するが、徐々に民族語の使用を制限しながら〈強者〉の言語の使用

を増やし、最終的には民族語を〈強者〉の言語に移行させた。自民族自らが「進んで」行っ

たことに関しては、社会的に優勢な多数派言語を優先し、学校の教育言語や使用言語を中

国語に替えるなど、自ら民族語を捨て多数派の言語へ徐々に移行するという自己規制によ

るものである。

以上、中朝バイリンガルが育った「教育的要因」からは、多数派のバイリンガル教育は

一方の極に振れると、自らの言語文化を過度に重要視し、他者の言語文化を必要以上に排

除することになりかねないことが示唆された。また、それを避けようとすると、今度は多

数派への同化を促すことになりかねず、極めて繊細なバランス感覚が必要とされることが

示された。

【第 3 章 言語文化的要因】

「言語文化的」要因では、朝鮮族共同体、および朝鮮族の言語メディアの 2 つについて

論述した。朝鮮族共同体に関しては、時代の経過に伴い共同体内部の言語文化状況は変化

し続けているが、その変化を探るべく、次も 4 つに分類した。①朝鮮半島からの集団移住

による朝鮮人コミュニティ、②中国朝鮮族の行政組織、③中国国内の大都市への移動によ

る新たな朝鮮族コミュニティ、④海外の移動による朝鮮族ネットワークの 4 つである。そ

の結果、朝鮮族共同体(コミュニティ)の形成は、朝鮮語がコミュニティ言語として活力を発

揮するようにし、中朝バイリンガルが育つ上で欠かせない役割を果たしていたことが明ら

かになった。しかしながら、今日の朝鮮族の大規模な移動により、中国朝鮮族共同体は解

体されつつある。今後中国鮮族は民族語使用の基盤となる共同体を失うことが懸念される。

言語メディアに関しては、①活字メディア、②放送メディア、③海外におけるメディア

の 3 つを取りあげた。分析の結果、中国朝鮮族は、少数派でありながら、多種多量の言語

メディアを編集・発行・利用する権利が保障されていることが確認できた。これは、中朝

バイリンガルを促進する「望ましい要因」である。しかしながら、言語メディアの内容を

観ると、まず、自・他者・個の言語文化状況より、経済状況や政治状況の発信・受信に傾
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斜していた。次に、多数派の政策に同調する傾向が強く、多数派への統合を促すようなメ

ッセージが隠されていた。朝鮮族の言語メディアからは、当該民族の言語を用いたとして

も、その内容が多数派への統合を促すなどといった意図が隠されていると、決して当該民

族の言語メディアとは言えないことが示唆された。それに対し、多数派言語あるいはその

他の言語を使用しても、当該民族の言語文化を発信するために、または当該民族と他民族

を繋ぐためになどといった意図が存在すれば、当該民族の言語メディアとして位置付ける

ことが可能であることが示された。

第 2 部 中朝バイリンガル個人の言語意識

第 2 部では、中朝バイリンガルが育った個人的要因を個人の言語意識に着目し分析考察

した。1 章では中国朝鮮族二世(MA)の事例、2 章では三世(MB)の事例、3 章では四世(MC)

の事例を考察した。各章ではまず、調査協力者が中朝バイリンガルに育った要因（文脈）

を「言語文化的」「家庭的」「教育的」要因の 3 つに分類し分析した。考察の際には「政

治的」要因との関連性についても言及した。次に、調査協力者の言語意識を民族語の朝鮮

語に着目し、分析考察した。以下に、その結果をまとめる。

【第 1 章 二世(MA)の事例】

1．MA が中朝バイリンガルに育った要因

「言語文化的要因」について述べると、MA の出身地は人口約 1500 人の小規模の朝鮮族

共同体(朝鮮族村)である。しかしながら、朝鮮語がコミュニティ言語として活力を発揮して

おり、民族の生活様式や民族アイデンティティが重要視されていた。それは、共同体成員

の大多数がディアスポラの一世で母語を「民族の根源」として認識しており、民族のアイ

デンティティが母語・母文化と強く結びついていたからであった。MA は 14 才の時には、

多数派地域へ移動し、漢民族と日常的に豊富に接触する言語環境に置かれていたため、自

然な文脈における中国語習得・使用がなされていた。

「家庭的要因」について考えると、MA の家庭内での朝鮮語習得は無意識的かつ自然な

言語獲得であった。それは、祖父母と両親の朝鮮語に対する情意面との関連が強かった。

MA の祖父母と両親は自らが民族語を一度否定され、禁止された経験を持つディアスポラ

の人々であった。そのため、家庭内では朝鮮語使用を強く強調していた。家庭内における

中国語習得について見てみると、MA の父親は家庭内で中国語の重要性を強調してはいた

が、中国語学習に必要な言語リソースを提供するなど実質的な支援は行わなかった。MA

自身は中国語の実用性にかかわる意識が薄く、中国語の習得に取り組むことはなかった。

なお、70 年代～80 年代の当時、中国の家庭内にテレビという情報メディアは普及してお

らず、家庭内で機器メディアを通して中国語や中国全土にわたる情報に接触する機会が極

端に少なかった。
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「教育的要因」について、MA が通っていた朝鮮族学校の教育形態は、少数派生徒の民族

語を伸ばし文化的アイデンティティを強化することを目指すもので、そこで行われていた

バイリンガル教育は、「発展維持型」バイリンガル教育であった。授業に使用される教育言

語の割合は 100%朝鮮語であった。MA は、中学校まで民族学校に通い、思考や概念、技能、

知識が朝鮮語で十分に構築されていた。14 才の時には、多数派の師範大学へ進学し、師範

大学というアカデミックな教育領域で、言語からコミュニケーション、実質行動まで総合

的かつ広範な「アカデミック・インターアクション」能力を身に付けていた。

「政治的要因」について、MA が生まれ育った朝鮮族村、および MA が通っていた朝鮮

族学校の存在は、中国の「民族政策」と不可分な関係にある。国が法制上少人数の少数派

言語集団をも「朝鮮族の行政組織」に認め、そこに民族学校を設立し、民族の言語の保持・

育成を支援しているのである。一方、MA が 14 才の時に師範大学に入学し中国語で教育を

受けるようになったのは、中国の教育政策によるものであった。MA が中学校 3 年生の時、

中国国内で小中学校の教師を養成する 4 年制師範大学がはじめて開校されたが、MA の生ま

れ育った県内で高校受験成績が上位 3 位以内の生徒が選ばれることに決まっていた。選ば

れた入学生に対しては国が在籍期間の学費、生活費をすべて負担するという〈優遇政策〉

を実施していた。

2．MA の言語意識

MA の朝鮮語に対する意識は次の 6 つの段階の変容があった。①「なにげなく使ったこと

ば」②「漢民族の前では話すのが怖くて恥ずかしいことば」③「誰も聞き取れず役に立た

ないことば」④「祖父母と両親にとっては特別なことば」⑤「漢民族の前でも堂々と話せ

ることば」⑥「奥深いことば」の 6 つである。

朝鮮語を否定的に捉えていた主な理由は、2 つ挙げられる。1 つは、多数派集団との接触

によって、無意識的に使用してきた母語が少数言語であることに気づき、朝鮮語使用に葛

藤や逃避が生じたからである。もう 1 つは、周囲の多数派から「社会に取り残された少数

派」といった差別的なレッテルを貼られ、少数派としての社会的劣位の立場を内面化し劣

等感を持つようになったからである。

朝鮮語を肯定的に捉えるようになった主な理由は、2 点挙げられる。1 点目は、韓国の経

済力と大衆文化の影響で、多数派側が朝鮮族の人々を中国社会の成員として認めるように

なったからである。2 点目は、多数派の大学で「韓国語」を教える経験を通して、朝鮮語の

言語そのものの形式、機能を分析的に理解するようになり、朝鮮語を保持したことに誇り

を持つようになったからである。

【第 2 章 三世(MB)の事例】

1．MB が中朝バイリンガルに育った要因

「言語文化的要因」について、MB の出身地は朝鮮族自治州であるが、朝鮮族の人口比率
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は多数派の人口をやや下回っていた。しかし、朝鮮語が公用語として用いられており、朝

鮮語を使用して政治、経済、文化的自治を行う権利が保障されていた。このような民族語

の活力によって MB は、自民族の言語文化に誇りを持ちながら朝鮮語を使用していた。中

国語の習得について述べると、出身地に多数派の漢民族が多数居住していたため、幼児の

時から日常的に豊富に中国語に接触していた。MB は 14 才の時は、多数派コミュニティへ

移動していた。移動後、多数派グループに好意を持ち「十全的参加」が可能であったこと

から、中国語の談話能力が急速に向上していた。

「家庭的要因」について、MB の両親は、MB が幼児の時から家庭内で朝鮮語と中国語の

二言語習得を支援していた。ただし、民族語と民族アイデンティティを最も重要視し、使

用言語は朝鮮語に制限していた。このような民族語を最優先に考える両親の「家庭内言語

政策」により、家庭内で朝鮮語を使用することは、MB にとって当然のことになっていた。

中国語は受容のみに止めていたが、マスメディアを利用し中国語を「聞く」ことを日課と

して課していた。このような両親の支援によって、MB は幼児の時から中国語の「聞く」技

能が発達しており、中学校を卒業する時には、中国語によるニュースの内容が理解できる

中国語力を習得していた。

「教育的要因」について、MB が中学校まで通っていた朝鮮族学校では朝鮮語が教育言語

として用いられており、朝鮮語の授業が重視されていた。さらに、学校側は朝鮮族自治州

という言語文化的優勢をアイデンティティ教材(民族博物館を活用するなど)として活用し、

民族アイデンティティの高揚と知的活動を促進していた。このような教育環境は、MB の朝

鮮語の 4 技能の発達や、朝鮮語による思考力および民族アイデンティティの確立を促して

いた。MB は 1 4 才の時は、多数派の短期大学へ入学したが、教科に関わる学習活動に参加

できる言語能力や、高度な認知力を必要とするアカデミックな言語能力を習得していた。

「政治的要因」について、MB の出身地が朝鮮族自治州に認定され、少数民族の言語生活

が保障されているのは、中国の「民族政策」と密接な関連がある。国が特定の少数民族の

居住地域(朝鮮族自治州)において少数派の言語が政治、経済、文化的に活力を持つように支

援することによって、多数派言語・少数言語が支配・被支配関係によって階層化されると

いった社会構造の問題を越えて社会的に公平な人間関係を構築していくように促進してい

るのである。

2．MB の言語意識

MB の朝鮮語に対する意識は 5 つの段階の変容が見られた。①「朝鮮語を話すのは当然の

こと」②「重荷になることば」③「中国語がいくらできても母語(朝鮮語)ができないと意味

がない」④「朝鮮族であることを忘れないように戒める」⑤「子供ができたら必ず朝鮮族

学校に通わせる」の 5 つである。

朝鮮語を否定的に捉えた理由は主に 2 点考えられる。1 点目は、朝鮮語は朝鮮族自治州内

ではそれを使用する言語権を有するが、境界を越えて多数派の地域に入ればその言語権を
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失うことを認識するようになったからである。2 点目は、経済的により豊かな生活を送るた

めには、朝鮮語より中国語のほうがより実用性の高い言語であると捉え、言語の実用性に

よって、2 つの言語に優劣をつけていたからである。

朝鮮語を肯定的捉えるようになった理由は、主に 2 点挙げらえる。1 つは、朝鮮族グルー

プから 3 年間離れ、再びそのグループに戻ってはじめて、朝鮮語は自分の人的ネットワー

クに必要不可欠な言語であることに気付き、朝鮮語の実用性と情意面の両方を客観的に分

析するようになったからである。もう 1 つは、複数の言語を習得し使用することを通して、

複数の言語の習得は、単なる実利的な面のみならず、物事をより柔軟に捉え、他者に対し

て寛容な姿勢になれるなど人格形成に貢献し、より豊かな人生を送ることにつながると考

えるようになったからである。

【第 3 章 四世(MC)の事例】

1．MC が中朝バイリンガルに育った要因

「言語文化的要因」について、MC は多数派集団に生まれ育ち、多数派集団への移動を

繰り返ししていたにも関わらず、民族語の朝鮮語を継承している。それは、「言語習得の分

水嶺」 と考えられる 8 才まで民族語の朝鮮語がしっかりと確立されていた5からであった。

一方、MC は中国語の普通話に加え、山東語と広東語の 2 つの地域方言を習得し使用してい

る。それは、MC が 8 才の時に移動した中国の産業都市烟台、および 12 才の時に移動した

中国の経済特別開発区の深圳においては、コミュニティ言語は共通語の普通話に加え、そ

れぞれの地域方言の山東語・広東語が併用されている状況であったからだ。

「家庭的要因」について、MC の両親は、8 才の時から多数派教育を受けることになっ

た MC に対し、彼女の民族語継承を目指して家庭内で継続的な支援を行っていた。その支

援は 3 段階に分けることができる。①家庭内で中国語使用を禁止し、朝鮮語の知的ことば

を増やす支援を行った段階6、②中国語使用を制限せず、朝鮮語を使用する接触場面を増や

した段階7、③韓国メディアを活用し支援を行った段階8の、3 つである。

「教育的要因」について見ていくと、MC が 8 才まで通っていた朝鮮族学校では、朝鮮語

の維持・促進に力を注いでいた。これによって、MC は軸となる第一言語の基礎の言語能力

や、概念化および思考力が確立していた。一方、MC は小学校 2 年生の時から高校まで 11

年間にわたって多数派学校で教育を受けたため、中国語の教科学習言語能力が発達してお

5 MB が 8 才までに生活拠点としていた多数派地域には朝鮮族が多数(約 2 万人)居住していたが、かれらは自ら民族語

や民族の生活様式の継承を目指す活動を展開するなど、エスニック・グループを形成し、民族同士の交流を深めていた。

子弟の三世・四世にも参加させ、民族の言語文化の継承を促していた。

6支援方法として学校の宿題を朝鮮語に訳し意識的に繰り返したり、日課として朝鮮語の読本を読み聞かしていた。

7 MC は中国語の言語能力の向上に伴い中国語を使用する傾向が強まっていた。両親は中国語使用を制限すると MC が

心理的束縛を感じ両親と話さなくなることを懸念し、定期的に長期間祖母の暮らす朝鮮族村に遊びに行かせることを通

して、朝鮮語の理解語彙を増やすのに加え、朝鮮語の社会化を促していた。

8 中学校へ進学してから MC は、韓国のドラマに関心を持っていた。両親は韓国ドラマを MC の認知面を刺激する「言

語文化の学習」リソースとして捉え、単に MC が受動的にメディアを鑑賞するのではなく、質問を投げかけるなどを通

して、MC の朝鮮語による表現や、批判的な思考力を育てていた。
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り、思考も中国語で行っている。

「政治的要因」について見てみると、MC が中国語の普通話に加え、地域言語を習得し使

用するようになったのは、直接的には両親の移動に関連するが、間接的には中国の「改革

開放政策」が関わっている。中国政府は 80 年代の半ばに中国国内の沿海部の都市を開放し、

対外貿易都市の拡大を図った。90 年代に入ると、市場経済の原理を導入し、国営企業や個

人企業という新たな資本主義的な形態の企業の設立を奨励し、改革開放政策の普及を加速

化したのと同時に従来制限していた地域間の人口移動を許可したのである。

2．MC の言語意識

MC の朝鮮語に対する意識は 5 つの段階に分類される。①「普通に話したことば」②「外

では役に立たないことば」③「役に立つことば」④「忘れてはいけないことば」⑤「漢民

族と朝鮮族は同じ」の 5 つである。

朝鮮語を否定的に捉えていた理由は、主に 2 点挙げられる。1 点目は、両親の移動により、

接触場面における使用言語が朝鮮語から中国語へ変化したことで、朝鮮語の使用範囲の限

界に気付いたからである。2 点目は、一時的に中国語によるインターアクションが十分にな

されず、級友に疎外される経験をしたからである。ただし、MC はことばの社会的格差など

で劣等感を抱くことはなかった9。

朝鮮語を肯定的に捉えるようになった理由は、主に 2 つ考えられる。1 つは、朝鮮語が話

せるとより高く評価される(多数派に羨ましがられる)経験をしたからである。もう 1 つは、

朝鮮語が話せることで将来の職業の選択肢が広がることに気づいたからである。

なお、MC の「漢民族と朝鮮族は同じ」という認識について、この発言は MC が文化を

一極化しているように見えるが、これは、母親が多数派(漢民族)と少数派(朝鮮族)の文化の

違いについて、ステレオタイプ的な意見を述べているのに対し、文化の区別は「民族」と

いう固定的なカテゴリーで捉えることは妥当ではなく、「個々人の違い」として捉えるべき

だという自分自身の考え方を示したものである。それは、中国国内の 3 つの都市を行き来

するなか、多様な地域方言や文化を持つ人々との接触を通して、言語文化の違いは「漢民

族」や「朝鮮族」など、「民族」といった概念で解釈することはできず、「個人」というカ

テゴリーで捉えるべきであることを経験的に理解していたからである。

【本研究の意義】

本研究の意義は、3 点に集約できる。1 点目は、中国朝鮮族が中朝バイリンガルに育った

社会言語的要因の理論的分析枠組みを構築し、それを採用し研究課題を解明したことであ

る。2 点目は、中朝バイリンガルの言語意識の理論的分析枠組みを構築し、複雑な事象が多

9 その理由は 2 つ考えられる。1 つは、MC が在籍していたクラスには地域方言を母語とする生徒が過半数を占めてお

り、彼ら自身多様な言語文化を持つため、MC を少数派として区別したり、少数派という差別的なレッテルを貼ったり

しなかった。もう 1 つの理由は、移動先に朝鮮族タウンが形成されており、韓国の大衆文化に興味関心を持つ漢民族の

注目を集めていたことから、MC は朝鮮族の言語文化の地位が社会的に低いと捉えることはなかった。
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層的に絡まり合う質的データを、論理的に分析考察し、研究課題が解明できたことである。

3 点目は、日本のバイリンガル教育に参考となる資料を提供できたことである。

1 点目について、本研究は、文献調査に加えて、現地調査、聞き取り調査を基に、中国朝

鮮族が中朝バイリンガルに育つ社会言語的要因の枠組みを構築した。これによって、朝鮮

族の言語習得・使用を重層的な考察に導くことができた。この理論的分析枠組みは、失わ

れる可能性が高いと懸念されている中国朝鮮語の維持にむけた方策を議論する際にも、有

効な枠組みとして援用可能であると考える。また、社会言語学における少数言語に関わる

研究領域に参考となる資料が提供できたと考える。

2 点目について、言語意識は、個人が置かれている文脈の中から捉えるべきであり、ダイ

ナミックに変容するものである。本研究は、言語意識の枠組みを構築したことで、ダイナ

ミックに変容する中国朝鮮族の言語意識を重層的に考察することができた。社会言語学の

多岐にわたる学術領域のなかで、複言語話者の言語意識に関わる研究は依然として少ない

ようである。本研究の中国朝鮮族の言語意識の理論的枠組み、分析手法、考察結果などが、

この研究領域にささやかな貢献ができると考える。

3 点目について、文部科学省(2009)の調査によると、日本の公立の小・中・高等学校等に

在籍する日本語指導が必要な外国人児童生徒は 28,575 人であるという。今後日本社会にお

いては、外国人労働者の雇用などの増加に伴い外国人児童が増加すると推測されるが、本

研究の中朝バイリンガルが育った社会言語的要因の理論的枠組みが、今後の日本のバイリ

ンガル教育においても、参照枠組みとして使用可能であると考える。

【今後の課題】

今後の課題は 3 つある。まず、中朝バイリンガルが育った社会言語的要因には「経済

的」「思想的」「宗教的」要因も関連していると考えられる。これらの要因について分析

考察を行い、本研究で示した要因の枠組みに追加する。次に、中国の少数民族政策の過去、

現在、今後の目的・目標を調査することである。最後に、中国の少数民族研究者と連帯し、

中国朝鮮族以外の、少数民族の言語文化状況を調査することである。
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